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中標津文芸　投稿者索引（第１号～第40号）
【 Ｋ 】【 Ｋ 】
Ｋ・Ｕ　　　女 14号 随筆 閑話二題

【 Ｓ 】【 Ｓ 】
Ｓ　　　　　子 7号 詩 かぜと一緒に

【 あ 】【 あ 】
青　木　ケ　イ 17号 自分史 父の痴呆と介護 19号 自分史 母の介護から

20号 自分史 伯父の涙 21号 自分史 戦時下の青春
青　山　恵美子 10号 自分史 思い出の記 11号 自分史 冬の思い出
青　山　隆　一 2号 創作 鱈（たら） 24号 創作 鞄（かばん）

25号 創作 霧笛 26号 創作 風露草
27号 創作 落葉松 28号 創作 坂
29号 創作 風の歌

青　山　隆　市 7号 創作 青春の喜劇
朝　丘　　　涼 10号 随筆 フルーツパラダイス
浅　間　和　夫 39号 随筆 馬鈴しょコナフブキの思い出 40号 随筆 いも・めし・ビタミン
足　立　虎呑竜 19号 俳句 祭り外 20号 俳句 小春日

21号 俳句 雑詠 22号 俳句 春時雨
足　立　小呑竜 18号 俳句 春嵐
足　立　静　也 12号 随筆 ある日、突然に 14号 短歌 生活の音

14号 随筆 ０（ゼロ）の願い 15号 短歌 想い出
15号 自分史 戦争の尻尾 16号 短歌 述懐
16号 自分史 私の二十七年 17号 随筆 小さな親善使節達
17号 短歌 雑詠 18号 短歌 月夜の散歩
18号 自分史 因果応報 19号 川柳 今の時代
19号 短歌 悪は悪なり 20号 短歌 人生七十年
20号 川柳 暗き日々 21号 短歌 日常
21号 川柳 世の不幸 21号 詩 サクランボ
21号 自分史 気儘に 23号 短歌 雑詠
24号 俳句 秋の月 24号 短歌 空ゆく雲
24号 川柳 余生 24号 随筆 秋の心持ち
25号 短歌 病む身にて 25号 川柳 散歩道
25号 自分史 己が身を 26号 自分史 凹まない
26号 短歌 凍て道 26号 川柳 花萎れ

足　立　靜　也 13号 随筆 「無くそう！交通事故死!!」 22号 自分史 気儘記　二
22号 短歌 散歩道 22号 川柳 春の雪

阿　部　英　子 1号 短歌 飢餓 1号 俳句 山茶花
2号 俳句 常盤木 3号 俳句 菊花展
4号 俳句 春隣り 5号 俳句 オリンピック
6号 俳句 父の梨 7号 俳句 ソユーズ船
8号 俳句 火の山 9号 俳句 寺研修
10号 俳句 染井吉野 11号 俳句 寒地震
12号 俳句 妖精 13号 俳句 語らい

安　部　時　夫 18号 随筆 永平寺を訪ねて 20号 自分史 母の思い出
21号 短歌 桜花 22号 自分史 標津原野　その一・二
23号 自分史 標津原野　その三・四 24号 自分史 墓地への埋葬
25号 随筆 中標津の街路樹 26号 随筆 中標津の街路樹（二）
27号 自分史 鉦安 安部菓子舗 １ 28号 ルポ 秋田木材会社
30号 随筆 風雪事故と養老牛温泉 32号 自分史 アベの氏素姓
34号 自分史 いろはにほへと 36号 自分史 江戸の昔、日本とロシアの出来事　西暦年号と人名を見つめる
37号 自分史 根室の海風

天　井　知代子 31号 短歌 限り無く行け 32号 短歌 些細な不運
33号 創作 冬空スカイプ～絵空スケープ・仲間内笑子編～ 34号 詩 麦チョコ
34号 詩 サイレント・マイノリティ 35号 詩 代わらないから
35号 詩 卒アル 37号 詩 夏の夜の夢
37号 詩 焼香

荒　木　かすみ 15号 随筆 二十五歳の夏休み
粟　野　けい子 1号 短歌 冬へ 1号 詩 感傷

1号 詩 雪女 2号 短歌 観光白鳥
3号 随想 こだわり―ルビーの出逢󠄀い― 3号 短歌 色彩
4号 短歌 冬の花火 5号 短歌 タナトスの刃
6号 随想 冗談じゃねえ 6号 短歌 ひとり旅
7号 短歌 秋ゆうまぐれ 8号 短歌 湿原と海
9号 短歌 鳥と雪原

粟　野　智英子 1号 創作 枯れ葉の季節
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【 い 】【 い 】
飯　田　絵里香 40号 俳句 グラフィティ
飯　野　賢　輔 40号 随筆 奇妙な窓　―取手わが街―
家　崎　二　一 22号 俳句 「父の日」や
井　口　精　一 1号 短歌 闇の原野 2号 短歌 牧区

3号 短歌 排根線 4号 短歌 寒の日
5号 短歌 中標津神社祭 6号 短歌 上武佐駅界隈
7号 短歌 甲子園 8号 短歌 鎌倉
10号 短歌 冬から春へ 11号 短歌 虹
12号 短歌 秋から冬へ 13号 短歌 ヘール・ボップ彗星
14号 短歌 野の闇 15号 短歌 武佐山
16号 短歌 札幌 17号 短歌 野付半島
18号 短歌 搾乳ロボット 19号 短歌 宗谷海峡
20号 回想 思い出すままに 20号 短歌 悼・清原日出夫
21号 短歌 早春 22号 短歌 十和田湖・雪原
37号 随筆 キャンプ 37号 随筆 くちなしの花
37号 俳句 四国巡遊 37号 随筆 矜持
38号 随筆 中学の時の別れ 38号 俳句 薬師如来
38号 短歌 沙羅の歌碑

池　上　清　子 12号 随筆 つじつま合わせ、人生のジグソウパズル 14号 随筆 生きる
池　田　　　亮 14号 創作 Ｐａｌｐｉｔａｔｅ～ときめき～
池　田　哲　夫 17号 俳句 打瀬舟 17号 川柳 へぼ将棋
池　本　浩　行 34号 評論 歌人　清原日出夫 35号 評論 歌人　清原日出夫　～「根室歌壇」の短歌～

37号 随筆 山下りんのこと　上武佐東方正教会の聖像画師
石　井　恭　子 29号 随筆 辟易 30号 自分史 東京珍道中
石　川　延　子 1号 俳句 初茜 2号 俳句 楢若葉

3号 俳句 秋扇 4号 俳句 祝い菊
5号 俳句 落日の原野 6号 俳句 卵酒
7号 俳句 奥の道 8号 俳句 細雪
9号 俳句 抱き人形 10号 俳句 濃りんどう
11号 俳句 黄柚子 12号 俳句 藤の雨
13号 俳句 雪代 14号 俳句 小豆粥
15号 俳句 緑陰 16号 俳句 天の川
17号 俳句 夏潮 18号 俳句 盆支度
19号 俳句 葉桜 20号 俳句 春昼
21号 俳句 春の霧 22号 俳句 雪の松
23号 俳句 秋の雷 24号 俳句 四恩
25号 俳句 秋の雷 26号 俳句 蛍袋
27号 俳句 戻り橋 28号 俳句 古鉄瓶
29号 俳句 紫陽花 30号 俳句 米寿の筆
31号 俳句 秋の雷 32号 俳句 年の暮れ

石　川　正　一 14号 随筆 顔はその人の心である
石　川　千鶴枝 4号 俳句 無人駅 5号 俳句 枯すすき

6号 俳句 秋日暮 7号 俳句 初雀
8号 俳句 夏帽子 9号 俳句 萩の道
10号 俳句 花時計 11号 俳句 金屏風
12号 俳句 蜘蛛の糸 13号 俳句 冬座敷

石　川　千都栄 15号 俳句 はだれ雪 16号 俳句 遊覧船
17号 俳句 夏祭り 18号 俳句 二月尽

石　黒　石　雄 5号 川柳 （無題） 6号 川柳 （無題）
7号 短歌 雑詠 7号 川柳 生きる道
8号 短歌 生きる喜び 8号 川柳 生きる幸
9号 短歌 清らかに生きる 9号 俳句 四季折々
9号 川柳 誠実に生きる 10号 俳句 四季折々
10号 俳句 美しく生きる 11号 短歌 過ぎし日々の感動
11号 俳句 人生の四季 11号 俳句 喜びに浸る
12号 短歌 感動の日々 12号 俳句 四季の喜び
12号 川柳 生きる楽しみ 13号 短歌 笑み合いて生く
13号 俳句 四季の喜び 13号 川柳 人生の風
14号 短歌 三代の絆 14号 俳句 人生路
14号 川柳 夫婦人生旅ごころ 15号 俳句 四季折々の幸
15号 短歌 満開の旅路 15号 川柳 満月の夫婦
16号 短歌 人生の絆 16号 俳句 四季の輝き
16号 川柳 生きる道 17号 俳句 感動の四季
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石　黒　石　雄 17号 自分史 六十三年の人生路 17号 短歌 夫婦人生たびごころ
17号 川柳 感謝の心 18号 俳句 人生の花道
18号 短歌 感動の道 18号 川柳 凛として
19号 川柳 真実に生く 19号 短歌 幸せの旅路
19号 俳句 輝きの四季 20号 俳句 四季への感謝
20号 短歌 挑戦の喜び 20号 川柳 挑戦の幸
20号 詩 余生とは何 21号 短歌 夫婦人生
21号 川柳 男の夜明け 21号 俳句 陽は昇る
22号 俳句 いのちの限り 22号 短歌 夫婦の大漁節
22号 詩 それが人生 22号 川柳 海峡情話
23号 短歌 満月の夫婦 23号 川柳 夫婦人生
23号 俳句 春夏秋冬の幸 23号 詩 忘れがたきふる里
24号 俳句 幸満開 24号 短歌 感動の人生
24号 川柳 闘魂に生く 24号 詩 春光に浸る
25号 短歌 思い出暦 25号 俳句 五感の目覚め
25号 川柳 干支を光らす 25号 詩 夫婦雲
26号 俳句 四季に感動 26号 短歌 明日の夢
26号 川柳 生きる道 27号 川柳 輝いて生く
27号 短歌 人生は旅 27号 俳句 初日に染まる
27号 詩 流行着 28号 短歌 夢膨らます
28号 俳句 人生の風 28号 川柳 人生のページ
28号 詩 生きる 29号 短歌 ひたむきに生く
29号 俳句 天地へ弾む 29号 川柳 人生の四季
29号 詩 無限にある　どうして 30号 短歌 平和を願う
30号 俳句 四季の天地 30号 詩 ふる里の海
30号 川柳 感動の人生 31号 短歌 喜寿の花道
31号 俳句 四季を偲ぶ 31号 詩 美人の優しい言葉
31号 川柳 平和の世を願う 32号 短歌 明日を光らす
32号 俳句 運光る 32号 川柳 平和を願う
32号 詩 庭を咲かす挽臼 33号 短歌 八十路光らす
33号 俳句 八十路祝う初日 33号 詩 われ植えし松
33号 川柳 八十歳の風に立つ 34号 俳句 四季を偲ばす
34号 短歌 昭和と平成史 34号 川柳 平和を願う
34号 詩 生きる道教えた叔父 35号 俳句 人生の足跡
35号 短歌 生きてきた道 35号 川柳 挑戦の道
35号 詩 女性の笑顔 36号 詩 風に立つ
36号 俳句 四季に感動 36号 短歌 繁栄と世の平和を願う
36号 川柳 新たな風に立つ 38号 詩 娘の死
38号 俳句 四季折折 38号 川柳 風に立つ
38号 短歌 娘の死 38号 自分史 八十五年の足跡
39号 随筆 妻の母と長男の苦闘 39号 詩 娘の三回忌
39号 俳句 永遠の平和を願う 39号 短歌 戦なき世界平和を
39号 川柳 世界平和を願う 40号 詩 今日の始まり
40号 川柳 真実一路の道 40号 俳句 生きる喜び
40号 短歌 わが家代々 40号 随筆 中標津町を市にする構想を

石　田　四　郎 8号 自分史 苦しかった思い出 9号 自分史 ふるさと
10号 自分史 松の見聞 11号 自分史 老後私見
17号 自分史 老後私見

石　田　直　美 14号 随筆 警察官になった子
石　橋　喜美夫 1号 随筆 悲しみの歌 1号 短歌 春

2号 短歌 甘え鳴き 3号 短歌 春
4号 短歌 干草作り 5号 短歌 牛神太鼓
6号 短歌 鋤く 7号 短歌 蕎麦の取入れ
8号 短歌 病む 9号 短歌 鹿奴

石　原　龍　雄 27号 短歌 朴の花
石　元　照　甫 5号 短歌 アヂサイ
石　本　　　武 37号 随筆 私の中の堺萬市郎先生
樹　　　実扉理 39号 創作 びびの不思議な世界 40号 詩 星の雨

40号 詩 涙する鯨 40号 詩 青い蒼　〜あおいあお〜
40号 創作 びびの不思議な世界⑵

井　出　隆　太 40号 随筆 私のふたつめの都 40号 創作 『豆畑拓男ものがたり』ソラのマメな悩み編
井出本　杢次郎 1号 随筆 酪農と婦人 3号 創作 冬のはじまり
伊　東　信　一 1号 詩 病院の空気 3号 詩 牛の仔がかわいいといっても結局人間が食ってしまうんだから

4号 詩 赤い糸 5号 詩 それでも時は過ぎてゆく
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伊　東　信　一 7号 詩 予感
伊　藤　ひかり 14号 川柳 寒の窓 15号 川柳 そんざい

17号 川柳 乱 19号 川柳 三界
伊　藤　春　子 6号 俳句 オーロラ 7号 俳句 冬かがみ

8号 俳句 虫眼鏡 9号 俳句 敬老日
10号 俳句 風花 11号 俳句 冬林檎
12号 俳句 梅もどき 13号 俳句 芽吹き
14号 俳句 花辛夷 15号 俳句 三ヶ日
16号 俳句 星月夜 17号 俳句 吉の玉
18号 俳句 草ロール 19号 俳句 草紅葉
20号 俳句 にうの花 21号 俳句 樹氷林
22号 俳句 牛の里 23号 俳句 春の富士
24号 俳句 雪だるま 25号 俳句 春の星
26号 俳句 初明かり 27号 俳句 華の樹氷林
28号 俳句 初句会 29号 俳句 桜待つ
30号 俳句 初滑り 31号 俳句 春吹雪
32号 俳句 並木道 33号 俳句 星祭り
34号 俳句 芽吹く春 35号 俳句 凍ての道
36号 俳句 春の雪

伊　藤　聡　司 8号 創作 鉄塔のある街 9号 創作 坂の下の床屋にて
稲　毛　三　郎 3号 自分史 遠い夢の中の夢 6号 自分史 真っ赤な夕焼け

7号 随筆 初恋の人 22号 随筆 福耳
23号 自分史 悪夢

稲　本　奈津代 38号 創作 アル中日記
今　井　澪　子 14号 随筆 艱難の果てに 15号 川柳 娘の出産
今　泉　夏　子 34号 詩 男たち
いりくらひでお 1号 詩 おれのメンタだ 1号 詩 雲をつかむ

3号 詩 疼く
入　倉　英　夫 2号 随筆 彷徨う
岩　井　き　み 18号 自分史 みてきいて我幸せと思うなり 21号 自分史 みてきいて我幸せと思うなり（２）
岩　井　誠　子 1号 短歌 病める乳牛 3号 短歌 日々

12号 短歌 五月の雪 13号 短歌 雪の新年
18号 短歌 犬の死 20号 短歌 川の近くに
23号 短歌 霜枯れ 26号 短歌 凍つる夜
31号 短歌 季節

岩　佐　益　枝 1号 俳句 氷紋 2号 俳句 夕桔梗
3号 俳句 こぼれ萩 4号 俳句 弥勒の面
5号 俳句 朴の花 6号 俳句 草の花
7号 俳句 コスモス 8号 俳句 おみなえし
9号 俳句 秋の紫陽花 10号 俳句 秋の噴水
11号 俳句 日日落葉 12号 俳句 雲の峰

岩　佐　乙　丙 22号 俳句 母の日の
岩　田　昇　月 5号 俳句 シャトル 6号 俳句 行く秋

7号 俳句 霜の朝
岩　渕　恵美子 12号 短歌 鳥よりも 13号 短歌 鳴る玩具

【 う 】【 う 】
上　神　静　子 24号 短歌 閉校 25号 短歌 ひと夏

26号 短歌 春採湖 27号 短歌 野の花
28号 短歌 向日葵 29号 短歌 孫帰る
30号 短歌 紅き花 31号 短歌 宵待草
32号 短歌 雑草 33号 短歌 集い
34号 短歌 風立ちぬ 35号 短歌 四季の流れ
36号 短歌 蟬しぐれ 37号 短歌 白雲
38号 短歌 夏草 39号 短歌 百合の香
40号 短歌 シャボン玉

上　杉　　　圭 2号 創作 はまなすの枯れた時 3号 創作 はまなすの枯れた時
4号 創作 はまなすの枯れた時（三） 5号 創作 はまなすの枯れた時
6号 創作 喪服の女 7号 創作 輪島まで
8号 創作 花筐　一

上　田　清　市 3号 創作 一九八六　夏
上　野　清　治 15号 自分史 直腸ポリープとの戦い

【 え 】【 え 】
榎　田　純　子 24号 創作 はじまりの物語 25号 創作 天上金魚

26号 創作 桃色の棺 27号 創作 とうもろこし泥棒を探せ
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榎　田　純　子 28号 創作 拓く者 29号 創作 冬日
30号 創作 秋の日 40号 随筆 薔薇と死神、そして鳥

遠　藤　記　央 13号 短歌 大東亜戦の回顧 14号 短歌 開拓物語
15号 短歌 青春大陸に 16号 短歌 山陰・山陽の旅
17号 短歌 今昔 18号 短歌 吾輩は熊

遠　藤　隆　子 12号 随筆 涙を拭くハンカチ 13号 随筆 猫の縄張り
14号 随筆 火ばさみ 15号 随筆 エゾノコリンゴの四季
20号 随筆 私の文友

【 お 】【 お 】
大　石　　　章 24号 随筆 思い出
大　沢　真知子 16号 俳句 夏の夕
大　菅　真由美 15号 詩 空 15号 詩 窓

16号 短歌 束ね髪 17号 短歌 越冬
大　隅　き　の 3号 随想 回顧と希望 3号 短歌 冬来る
大　隅　きの女 1号 短歌 根釧賛歌 2号 短歌 冬の山道
大　隅　七　郎 21号 随筆 武田信玄の軍配 21号 短歌 叙勲

21号 自分史 郵政と私 22号 俳句 盆栽
22号 短歌 長寿 22号 随筆 峠
23号 短歌 雑詠 23号 俳句 鮭
23号 自分史 七尾の夏 24号 俳句 若水
24号 自分史 望郷 24号 短歌 亡妻
25号 短歌 紫陽花 25号 俳句 李
25号 自分史 我が人生行路 26号 随筆 閑話六題
26号 俳句 氷下魚 26号 短歌 古里
27号 短歌 北辛夷 27号 俳句 昼寝
27号 ドキュメント 野付半島漫録 28号 随筆 美女と桜の村 （遺稿）
28号 短歌 母 （遺詠）

大　竹　由美子 6号 随想 秋の風景 7号 随筆 いまいましい話
8号 随筆 ドライブイン・シアター 9号 随筆 願いごと
10号 随筆 師走の訪問者 11号 随筆 マインドコントロール
13号 随筆 二〇〇〇年の夢 14号 随筆 遠距離ファミリー
23号 随筆 初めての海外旅行 24号 随筆 第九
25号 随筆 ラッキーだった話 26号 随筆 山あり谷あり
27号 随筆 ホルスタインの夏 28号 随筆 ナゾの虫
29号 随筆 自然災害 30号 随筆 クマがいた！
31号 随筆 台湾旅行記 32号 随筆 散歩道の出来事
33号 随筆 生存率 34号 随筆 桜と走れメロス号
35号 随筆 詐欺にご用心！ 36号 随筆 歌えない日々
36号 俳句 笑ひ渦 37号 随筆 西別岳
37号 俳句 夏祭り 38号 俳句 春の蝶
38号 随筆 プレゼント 39号 俳句 山眠る
39号 随筆 奥能登周遊 40号 俳句 雨の調べ
40号 随筆 十七歳の夏

大　野　正　己 2号 自分史 からっ風と日光雷―子供の頃―
大　野　正　巳 3号 自分史 私の住居「チライワッタラ」 4号 自分史 私と忍術―少年の日の夢―

7号 自分史 冬山造材
大　橋　ト　キ 32号 短歌 国後島を恋ふ（遺詠）
大　橋　慧　子 1号 俳句 龍胆 2号 俳句 母の背
大　原　蓉　子 15号 随筆 花の季
大　桃　宇志也 14号 川柳 川は流れて
大　山　米　勝 40号 短歌 妹よ
岡　崎　希　輔 6号 評論 昨今に思うこと 9号 川柳 隙間風

10号 随筆 一通の便り 11号 随筆 私の七月七日という日
12号 随筆 東京行き回想 16号 川柳 断片あれこれ
18号 随筆 亡母の里散策

岡　崎　如　月 6号 俳句 佐渡路 7号 随筆 わが足跡を追う
7号 俳句 秋の声 8号 俳句 無職
9号 俳句 旅終る 10号 俳句 鳥巣立つ
11号 俳句 霧の牛舎 12号 俳句 胃切除
13号 俳句 冬に入る 14号 俳句 秋の抄
15号 俳句 四国の旅 16号 俳句 天高し
17号 俳句 日時 17号 川柳 人生
18号 俳句 四季の詩 18号 川柳 世情・今
19号 俳句 遠雷 20号 俳句 無題
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岡　部　清　治 39号 随筆 ボストンマラソン 39号 川柳 ふるさと思う
沖　津　哲　郎 10号 随筆 父への書簡
沖　津　日出雄 1号 随筆 “三等校長物語”後日譚 5号 随筆 土人の住んだ跡

7号 随筆 シュワンコタンで 8号 随筆 水車と水田
10号 創作 若き日の断章 10号 創作 北の堀場

奥　田　陽　子 8号 短歌 日々の歌 9号 短歌 はる
12号 短歌 暁暗の国道 13号 短歌 雪きらめきて
14号 短歌 海明け 18号 短歌 野付半島
19号 短歌 あき 20号 短歌 今朝の霜
21号 短歌 水芭蕉 22号 短歌 鎮守の森
25号 短歌 夏椿 26号 短歌 残照
27号 短歌 灯を点す如 28号 短歌 凍つる夜
29号 短歌 残照

小　沢　凡　人 1号 俳句 養老牛
小　野　　　豊 23号 詩 旧友 23号 詩 くすぐったい
小野瀬　祥　乃 14号 川柳 春の彩
小野寺　千鶴枝 24号 俳句 松の内 31号 俳句 少年よ
尾　張　シ　ズ 5号 俳句 春日ざし 6号 俳句 黄ぼたん

8号 俳句 夏暖簾 9号 俳句 捌く風
尾　張　シ　ヅ 7号 俳句 露天風呂 10号 俳句 花の旅

11号 俳句 冬木立 12号 俳句 福寿草
13号 俳句 春の旅 14号 俳句 古稀の夏
15号 俳句 初電話 16号 俳句 合格のよろこび
17号 俳句 七草がゆ 18号 俳句 華樹氷
19号 俳句 春の旅 20号 俳句 秋の摩周
21号 俳句 句友は逝く 22号 俳句 夏兆す

【 か 】【 か 】
影　山　　　智 9号 創作 梁の歪み 10号 創作 転落

11号 創作 春待つ樹 12号 創作 ナオ
13号 創作 晩秋 14号 創作 黄色の小径
21号 随筆 青い池を見に行く 30号 巻頭言 三十年のありがとうを

籠　嶋　雪　子 15号 俳句 紙雛
梶　原　光　子 4号 俳句 夫婦傘 5号 俳句 ブランコ

6号 俳句 晩菊 7号 俳句 電飾灯
8号 俳句 葱坊主 9号 俳句 気紛れ
11号 俳句 風花 12号 俳句 夢灯り
13号 俳句 鈴の音 14号 俳句 風の十字路
15号 俳句 吾が道 16号 俳句 夢明り
17号 俳句 初暦 18号 俳句 冬木立
19号 俳句 想い出 20号 俳句 八月の空

和　　　　　幸 12号 詩 君と…僕と…翼広げて
片　野　幸　子 29号 短歌 涼風 30号 詩 島の子

31号 短歌 挽歌 32号 短歌 阿寒川
32号 詩 泪 33号 短歌 妹
33号 詩 水車小屋

加　藤　久美子 14号 随筆 命の尊さ
加　藤　公　貞 6号 自分史 寄宿舎生活 7号 自分史 樺太のころ

8号 自分史 大熊にめった打ちにあった少年 9号 自分史 利尻島
10号 自分史 屋根裏の怪 11号 自分史 我が家の庭
17号 自分史 国後島泊とセセキ温泉

加　藤　達　庵 15号 短歌 渓流
加　藤　敏　紀 9号 創作 雨
金　森　栄　子 32号 短歌 想い出 32号 俳句 四季徒然に

33号 短歌 過ぎ去りし一年 33号 俳句 幼き日の蝸牛
34号 俳句 白い月 34号 短歌 悲しい訣れ
35号 俳句 秋花色々と 35号 短歌 叙勲・孫娘
36号 俳句 夏の華 36号 短歌 誕生日
37号 俳句 ダイヤモンドダスト 37号 短歌 亡き姉
38号 俳句 卆寿 38号 短歌 百花繚乱
39号 俳句 秋桜ロード 39号 短歌 百花繚乱

金　森　榮　子 40号 俳句 夕芒 40号 短歌 蝦夷かんぞう
金　子　響　子 25号 随筆 私と仕事と子どもと命の繋がり 26号 随筆 ひとつだけ、思うこと

28号 随筆 飛行機と車と命の話 29号 随筆 私と子供とヒーローと
30号 随筆 仕事の時間、自分の時間、家族の時間 31号 随筆 ワークライフバランス考える
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金　子　響　子 32号 随筆 「見えない」障害について 33号 随筆 続 「見えない」障害について
35号 随筆 障害者福祉サービスをつかってみる

亀　嶋　豊　子 14号 随筆 夜汽車 15号 短歌 あけの明星
河　﨑　秋　子 30号 創作 ブラックシープ 31号 随筆 かくも難しく優しい馬たちへ
川　崎　たけの 13号 自分史 幼い日の想い出
川　端　白　浪 25号 俳句 夏鳶
川　畑　カ　ツ 14号 川柳 春キャベツ 18号 川柳 天秤座

19号 川柳 キリトリ線 20号 川柳 りんごの芯
21号 川柳 ほおずき 22号 川柳 友情
23号 川柳 女の海 24号 川柳 余白
25号 川柳 戻らぬ川 26号 川柳 秋の陽

菅　野　光　広 14号 随筆 愛犬と散歩 15号 随筆 庭
【 き 】【 き 】
菊　地　カツ子 15号 随筆 俳句の縁（えにし）―道下俊一先生のこと―
菊　池　清　孝 25号 俳句 風の波
北　川　テイ子 1号 俳句 鯉のぼり 2号 俳句 黄揚櫛

12号 俳句 橋
北　川　睦　子 1号 俳句 彩雲 2号 俳句 籐寝椅子
北　町　一　樹 4号 創作 秋の終りに
木　下　昭　夫 27号 随筆 根室の思い出 28号 随筆 現代の元服

29号 随筆 「愛」との出会い 30号 随筆 アメリカの世界遺産
木　村　すすむ 34号 川柳 八十爺 35号 川柳 八十爺

36号 川柳 八十爺 37号 川柳 八十爺
38号 川柳 八十爺 39号 川柳 八十爺
40号 川柳 八十爺

木　村　スミ子 3号 俳句 桔梗
木　村　すみ子 2号 俳句 白露 4号 俳句 郷の柿
清　原　　　清 7号 自分史 私の人生―第二の出発から― 8号 自分史 私の青春

9号 自分史 忘れ得ぬ人々 10号 自分史 思い出二つ
11号 自分史 畏友の死を悼む

恐　　　竜　子 12号 創作 自殺を越えて
桐　藤　　　駿 19号 随筆 みえない心のきず

【 く 】【 く 】
工　藤　君　江 33号 短歌 祖母来たる 35号 短歌 嫁ぐ日

36号 短歌 夫の声
熊　沢　幸　子 1号 短歌 花の露 2号 短歌 四季のうた

3号 短歌 雲の波路 4号 短歌 束の間
5号 短歌 若人の汗 6号 短歌 廃止せる線路

熊　澤　千鶴子 14号 川柳 仕切り直し
神　代　愛　彦 1号 短歌 生きる軌跡 1号 随筆 冬嵐

2号 短歌 冬の弔鐘 2号 随筆 公民館カルチャー
3号 随想 「ふるさとなかしべつ」考 3号 短歌 凍天
4号 短歌 ある村で 5号 短歌 生き生きて
6号 随筆 ことばづかいも芸のうち 6号 短歌 横浜の灯
11号 随筆 見えざる縁 11号 短歌 佐渡哀話
12号 創作 自殺者の子 12号 詩 雪のあした
12号 詩 冬の女 12号 短歌 蒼き風
13号 短歌 日本の恥辱 13号 随筆 情けは自分のため
13号 創作 血脈 14号 随筆 思い出のパン
14号 短歌 如月の雨 15号 創作 蛍火
15号 短歌 真夏の音 16号 随筆 ふる里の灯
16号 短歌 もどらぬ倫理 17号 随筆 流行歌考
17号 詩 虹をつかめ 17号 詩 夢の童子
17号 短歌 日本の奈落 18号 随筆 ああ　上野駅
18号 詩 白い杖 18号 短歌 昭和維新
19号 随筆 中標津のうた（町歌から歌謡曲まで） 19号 短歌 無型な愛
20号 随筆 ある書簡 20号 短歌 標津川
20号 詩 黒猫 21号 随筆 断章～一つの記録
21号 短歌 仏花 22号 自分史 少年期　その（一）
22号 短歌 暗き道 23号 短歌 さみどり
23号 随筆 過ぐる日 23号 自分史 少年期　その（二）
24号 自分史 青年期 その（一） 24号 短歌 風花
25号 短歌 異国の譜…九年前のこと 25号 自分史 青年期 その（二）
26号 自分史 壮年期 その（一） 26号 短歌 暗き日本
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神　代　愛　彦 26号 詩 雪崩ゆく氷塊 26号 詩 日本の歌
27号 自分史 壮年期 その（二） 27号 短歌 父の譜
27号 詩 ふるさとへ帰らむ 28号 短歌 鎮魂の鐘
28号 自分史 壮年期 （その三） 28号 詩 歓喜と悲哀
29号 短歌 日本の暗部 29号 自分史 壮年期　その四
29号 詩 心のいたみ 30号 巻頭言 中標津文芸の軌跡
30号 短歌 名優逝く 30号 自分史 老年期　その一
30号 詩 詩人のこころ 31号 短歌 遺書哀し
31号 自分史 老年期　その二 31号 詩 屍の歌
32号 随筆 戦後七十一年を生きていて 32号 短歌 流離
32号 詩 こころの叫び 33号 創作 心象の冬
33号 随筆 心の軌跡 33号 短歌 運命
33号 詩 考える人 34号 随筆 過ぎし日の二題
34号 短歌 銀河降る 34号 詩 人間失格

くまの　ふうこ 22号 詩 笑顔と涙 22号 詩 言葉は魔法
26号 詩 御霊（みたま）の恋人たち 26号 詩 永遠の愛
27号 詩 思いっきり泣いてもいいよ 27号 詩 わたぼうし
28号 詩 命　命　命　愛されて… 28号 詩 心のバトン
29号 詩 さくら、さくら、さくら咲く 29号 詩 大切なあなたへ
30号 詩 たらの木のささやき 30号 詩 こころ

栗　林　伸　介 15号 随筆 ああ　オグリキャップ
黒　田　喜　一 1号 随筆 雑記帳との語らい 11号 随筆 トランペットが鳴る

12号 随筆 ダブル上映 13号 随筆 巷󠄀間・雑感
13号 随筆 浜の点灯

【 け 】【 け 】
幻　　灯　　舎 39号 随筆 『風の電話』から

【 こ 】【 こ 】
小　出　あかり 17号 詩 空の波止場 18号 詩 今宵は

19号 詩 いつか晴れた日に 20号 詩 Ｓｍｏｋｅ　Ｇｅｔｓ　Ｉｎ　Ｙｏｕｒ　Ｅｙｅｓ
21号 詩 ＯＰＥＮ　ＳＥＳＡＭＥ

小　出　公　子 1号 詩 元旦 2号 詩 となりのおばあちゃん
2号 詩 稲子 3号 詩 愛する心
3号 詩 親父 4号 詩 母の手
4号 詩 北冬 5号 詩 自然の流れに
6号 詩 お母さん 7号 詩 瞳
8号 詩 一年生 9号 詩 待ちぼうけ
10号 詩 旅に出た　姉 10号 詩 キャベツの虫取り
11号 詩 土の歌 11号 詩 こもれ陽
12号 詩 干し草のダンス 14号 詩 秋霖
14号 詩 楽しんでらっしゃい 15号 詩 肩たたき
16号 詩 長いもほり 17号 詩 ギターコンサート
18号 詩 花園行切符 19号 詩 牛飼い
20号 詩 手 21号 詩 希望
22号 詩 春夏秋冬 22号 詩 イモ掘り遠足
23号 詩 小さな愛の手 24号 詩 母へ
26号 詩 生きるという事

郷　　　　　岳 28号 ルポ 初めてのビザなし訪問
幸　坂　好　子 23号 川柳 吾が暦 24号 川柳 友垣

25号 川柳 平常心
苔　　　　　尾 40号 短歌 初めての短歌
小　塩　美代子 16号 俳句 孫 16号 短歌 笑顔

21号 短歌 やさしき風 23号 短歌 移り香
24号 短歌 日暮れ 25号 短歌 茜色
27号 短歌 古里の道 28号 短歌 亡き夫 （つま）

越　野　征　子 22号 俳句 青メロン
小　寺　秀　子 40号 俳句 垂り雪
後　藤　愛　子 14号 川柳 生きる水 15号 川柳 風の私語

16号 川柳 風の色
後　藤　夕未子 13号 詩 ヒビ割れ 13号 詩 燃えろ
コ　　ト　　リ 22号 詩 はこねこ 22号 詩 蝉の声を聴いている

23号 詩 つぎの沈丁花
小　呑　　　龍 14号 俳句 残月 15号 俳句 春　夏　秋

16号 俳句 春来 17号 俳句 寒春
虎　　呑　　竜 23号 俳句 散歩道 25号 俳句 蝉時雨
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虎　　呑　　竜 26号 俳句 十勝野
木　庭　美代子 40号 俳句 民話
小　林　裕美子 24号 短歌 地図帳 27号 短歌 出来事
小　林　政　幸 40号 俳句 大西日
駒　木　定　弘 14号 随筆 ゲートボール賛歌
駒　林　由美子 9号 随筆 我が人生の友 10号 随筆 デビット

11号 随筆 中標津の空に土の歌が 13号 随筆 父が教えてくれたもの
13号 随筆 娘の晴れ姿 15号 随筆 二題
16号 随筆 目をつぶると 17号 随筆 二〇〇一年の冒険
18号 随筆 よろこびも悲しみも合唱と共に 19号 随筆 夏の日に
21号 随筆 夏の終わりに 25号 随筆 喜びの歌哀しみの歌

小　室　　　厚 4号 随筆 二度の夏―実習生の頃―
薦　田　チ　ヨ 4号 俳句 狭庭のぼたん 5号 俳句 風鈴

6号 俳句 蟬の声 7号 俳句 団扇風
8号 俳句 春芽吹く

コ ヤ ギ ト オ ル 38号 詩 ウクライナの声がきこえる 39号 詩 大人もかつては子どもだった
小谷木　　　透 28号 創作 花火 29号 創作 ぼくの初恋

33号 創作 波 34号 創作 坂道の記憶
36号 創作 青春京ごよみ 37号 創作 忘れもの
38号 創作 忘れもの（つづき） 39号 随筆 つぶやき春秋

小　柳　寿　一 30号 自分史 北の国中標津で21年・南の国は別府で65年 31号 自分史 米寿を迎えて故郷を想う
32号 自分史 故郷を離れて六十五年

近　藤　憲　二 16号 短歌 根室空襲 16号 自分史 死体が焼かれて
17号 自分史 私につながる木製戦闘機 18号 自分史 風蓮湖の湿原に丹頂鶴の卵を発見した父
19号 自分史 命の恩人は朝鮮人

【 さ 】【 さ 】
斉　藤　アヤ子 4号 俳句 春雨の夜 5号 俳句 旅衣

6号 俳句 秋団扇 7号 俳句 春愁
斉　藤　　　隆 35号 短歌 集治監 36号 短歌 ドクターヘリ
齋　藤　　　隆 37号 短歌 北辺に生く 38号 短歌 微かな記憶

39号 短歌 紅輪タンポポ 40号 短歌 探偵ごっこ
佐　伯　　　希 15号 創作 陽炎の時
坂　井　郁　子 15号 随筆 美男？美女？―君の名は―
堺　　　参　造 35号 随筆 羆との共存のみちはないものか
酒　井　まり子 14号 川柳 古い傷
坂　倉　翠　穂 21号 俳句 北国点描 22号 俳句 北国の春秋
坂　倉　文　夫 21号 随筆 わが詩・心の原風景～中標津原野 22号 自分史 少年時代と遠い日の北の風景
坂　本　知　子 22号 俳句 青き踏む
櫻　井　福　治 30号 自分史 満州開拓・死の逃避行 31号 自分史 シベリアに護送―列車より逃走―

32号 自分史 続　満州悲嘆のまとめ 36号 自分史 満州悲嘆・九死に一生　―十六才の少年兵・ソ連戦車と戦う―
櫻　井　明　俊 37号 随筆 計根別の若き戦友たち
笹　　　正　之 15号 自分史 我が人生を振り返って
ささき　友　子 14号 自分史 追憶 15号 自分史 追憶―伝導者・イザヤ書六十一―
佐々木　登志子 15号 自分史 初めてのボーイフレンド
佐々木　豊　三 5号 俳句 猫やなぎ 5号 短歌 炎天の日

6号 短歌 白萩の花 6号 川柳 （無題）
7号 短歌 知床の岬 7号 川柳 農の魂
8号 短歌 北国の秋 8号 俳句 炎天下
8号 川柳 出世坂 9号 俳句 出世坂
9号 川柳 農の道 10号 俳句 松並木
10号 俳句 福音の滝 10号 短歌 中国旅行して
11号 短歌 神の慈悲 11号 俳句 初日の出
11号 俳句 花愛でる 12号 短歌 蝶々の舞ひ
12号 俳句 宮の鈴 12号 川柳 八十路坂
13号 短歌 母の愛 13号 俳句 桜花
13号 川柳 政治家 14号 短歌 竹林
14号 俳句 母の愛 14号 川柳 三世代
15号 俳句 紅葉山 15号 短歌 竹林　中国地方を旅して
15号 川柳 神の慈愛

札　木　　　翼 40号 創作 青藍の鳥飛ぶカップの喫茶店　―珈琲一杯目―
さとう　北　舟 24号 詩 秋鮭漁 24号 詩 病める君へ

25号 詩 25号 詩 先生
26号 詩 鳥想歌 26号 詩 Ｋとの思い出
27号 詩 ヒフミの話 28号 随筆 食という視点
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佐　藤　栄　子 14号 川柳 花暦 25号 川柳 ひとり
佐　藤　可　南 16号 随筆 新米ミーハー「狂言」に触れる
佐　藤　義　雄 14号 評論 「雪晴れ」思憶 15号 評論 「牧場」悠悠

16号 評論 「えぞ富士」清唱
佐　藤　孝　子 15号 随筆 友への風信
佐　藤　澄　子 12号 俳句 カルデラ湖 13号 俳句 若葉風

17号 俳句 彼岸花 18号 俳句 若葉雨
19号 俳句 鯉のぼり 20号 俳句 百合の花
21号 俳句 夜の雪 23号 俳句 蚯蚓怒らせ
24号 俳句 植樹祭 26号 俳句 秋の陣
28号 俳句 玫瑰 32号 俳句 春灯
33号 俳句 寒昴 34号 俳句 樹氷の華
35号 俳句 夏まつり 36号 俳句 蟬時雨

佐　藤　政　治 21号 川柳 遠雷 21号 俳句 蝶三態
佐　藤　敏　夫 7号 随筆 カラス 8号 随筆 はしご酒

9号 随筆 酒の肴
佐　藤　房　夫 31号 随筆 大洪水
佐　藤　北　酔 1号 俳句 海明け 2号 俳句 頬杖

3号 俳句 雪もよい 4号 俳句 甘き刺
5号 俳句 花おぼろ 6号 俳句 風は旅人

佐　藤　民　子 22号 俳句 流氷来
佐　藤　勝　造 40号 随筆 私のヨーロッパ旅行
佐　矮　章　子 4号 詩 氷上の釣り
沢　井　祥　子 1号 詩 弟へ 1号 詩 つきそい

2号 詩 電話
澤　井　　　修 15号 詩 消滅 15号 川柳 四季のままに

25号 詩 あの日
沢　里　トミエ 4号 短歌 日々の思い出 5号 短歌 夕凪の岸辺

6号 短歌 孫達の門出
沢　田　朋　子 6号 短歌 父のふるさと 7号 短歌 柿の実は

12号 短歌 里の芝桜
澤　田　正　人 17号 随筆 第十一回リバー＆シーカヌーｉｎ厚岸 18号 随筆 第十五回でっかいどうオホーツクマーチ

19号 随筆 歩くスキー 20号 随筆 「後方羊蹄山」念願の登山
21号 随筆 「第一回北方領土まで歩こう会」に参加して

三　戸　俊　成 29号 随筆 鳥居省三先生の思い出
【 し 】【 し 】
塩　田　き　み 4号 俳句 遅蝶 5号 俳句 はぐれ雲

6号 詩 風鈴 6号 俳句 繭玉
7号 俳句 秋の虹 8号 俳句 水中花
9号 俳句 深緑 11号 俳句 舞扇
12号 俳句 夜のしじま 13号 俳句 あやかりて
13号 詩 思い出より 14号 俳句 雪蛍
15号 随筆 私のエッセイ 15号 俳句 祭り笛
17号 俳句 祭り笛 17号 詩 川の流れに
18号 俳句 花菖蒲 18号 詩 花
19号 俳句 萩の花 19号 詩 春萌え

靜　　　　　也 22号 詩 歩む
詩　　頭　　爺 18号 詩 灯（ともしび） 20号 詩 故事に学べ
志　道　英　子 34号 俳句 初しぐれ
島　田　み　え 39号 詩 赤い長靴
島　田　三　江 10号 詩 時々の想い
島　田　三　枝 36号 詩 願望 38号 随筆 日本語の妙
島　田　知　佳 21号 詩 わすれたまま　うみへ 21号 詩 己が蜘蛛

22号 詩 蜥蜴 22号 詩 灯鳥　～ヒトリ～
23号 創作 夢のうた 24号 創作 最後から二番目の神様
25号 詩 モーニング 25号 詩 遅れ時計
26号 散文詩 トリップ 27号 創作 春に
28号 詩 ピンククジラが飛んだ日に 28号 詩 共感プラグ
29号 詩 手のひらに太陽を 29号 詩 しゃっくり

清　水　愛　子 2号 自分史 おかあさん 3号 自分史 思い出の中の地蔵盆
4号 自分史 故郷の道 5号 自分史 金木犀の家
6号 自分史 ある日の電話 7号 自分史 私と犬
8号 自分史 蕗と私 9号 自分史 映画と私
10号 自分史 英会話教室 11号 自分史 阪神大震災と私
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清　水　愛　子 12号 自分史 平川太郎槌の話
清水端　トシ子 15号 随筆 故郷追懐
下川原　久美子 13号 俳句 鮭まつり 14号 俳句 九月尽

15号 俳句 木の芽風 16号 俳句 和太鼓
17号 俳句 第九の音 18号 俳句 もみじ晴
19号 俳句 沢桔梗 20号 俳句 遠花火
21号 俳句 旅がらす 22号 俳句 暮色
23号 俳句 大地 24号 俳句 朝顔の花
25号 俳句 麦稈 26号 俳句 崖屏風
27号 俳句 いのちあずけて 28号 俳句 秋大根
29号 俳句 父の日 30号 俳句 季節

白　岩　玲　子 21号 俳句 夏炉
白　野　　　新 1号 随筆 夏の日 2号 随筆 ビルマの竪琴

3号 随想 あかがり踏むな 4号 随筆 じゃがいも
5号 随筆 老人病棟 6号 随筆 隣の席

「しるべっとまつり」俳句づくり体験の投句より 39号 俳句
しるべっと学園「はじめての俳句入門教室」作品 39号 俳句
新　保　よね子 15号 川柳 女

【 す 】【 す 】
菅　谷　原核子 15号 俳句 残り雪
菅　原　真　一 8号 創作 ナカシベツ・グラフィティー（遡行的に）
祐　川　理礎夫 11号 俳句 うまい酒
助　口　宣　子 12号 俳句 初春の
鈴　木　喜　久 1号 短歌 石の温もり 2号 短歌 簡浄の幹

3号 短歌 後世間はば 4号 短歌 歳月重る
5号 短歌 おぼろに夏を 6号 短歌 北住む人
7号 短歌 沙汰なき鳥 8号 短歌 春あららかに
9号 短歌 冬を極まり 10号 短歌 あたらしき命
11号 短歌 母の白秋 12号 短歌 あかときの夢
13号 短歌 夢のはざま 14号 短歌 青き滴
15号 短歌 時は流るる 16号 短歌 朝光
17号 短歌 海より海に 18号 短歌 沙羅のうれ
19号 短歌 菅ひかる 20号 短歌 土堤の日だまり

鈴　木　参　朗 1号 随筆 コロンボのひとりごと 2号 評論 輸血
2号 随筆 私のひとりごと―目玉の松ちゃんから阪妻のころ― 3号 創作 遊廓昔語り
3号 随想 私のひとりごと―アルフレッド・ヒッチコックのこと― 4号 手記 妻の入院日記

鈴　木　勝　春 30号 自分史 北方四島の一つ色丹島を訪ねる
鈴　木　泰　三 1号 随筆 気のむくまま二題 2号 随筆 中国と紙

3号 随想 思い出の汽車の旅 4号 随筆 鼻もちならない話
5号 随筆 私と果実酒

鈴　木　朝　影 1号 俳句 蕗の苔 2号 俳句 白鳥
3号 俳句 遠花火 4号 俳句 ミルクロード
5号 俳句 タンゴ調 6号 俳句 枯尾花
7号 俳句 時雨 8号 俳句 大枯野
9号 俳句 五月晴 12号 俳句 盆櫓
15号 俳句 慕情

鈴　木　東　鹿 1号 俳句 猫の死 2号 俳句 師走月
3号 俳句 霧流る 5号 俳句 孫を抱く

鈴　木　繁　義 28号 短歌 湯呑 29号 短歌 木漏れ日
30号 短歌 欠伸が移る 31号 短歌 空燃ゆる

鈴　木　和　之 33号 紀行文 古希記念の北海道一周の旅
【 そ 】【 そ 】
外　舘　次　雄 6号 随筆 サセードナヤ

【 た 】【 た 】
高　桑　遊　子 17号 川柳 シンプルな雪
高　杉　ふ　み 25号 詩 朝方の夢
高　取　　　剛 39号 短歌 ソーラーパネル
高　野　啓　子 35号 短歌 身辺の歌
高　橋　トシエ 8号 俳句 カトレア
高　橋　トシヱ 9号 俳句 春泥 10号 俳句 夫婦鶴

11号 俳句 青葡萄 12号 俳句 馬鈴薯
13号 俳句 鈴蘭 14号 俳句 潮鳴り
15号 俳句 ひぐらし 16号 俳句 古暦
17号 俳句 笑顔 18号 俳句 枯芙蓉
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高　橋　トシヱ 19号 俳句 長靴 20号 俳句 ひまわり畑
21号 俳句 花の枝 23号 俳句 花の道
24号 俳句 原爆忌 25号 俳句 鈴蘭
26号 俳句 若葉風 27号 俳句 未来図
28号 俳句 雑煮餅 30号 俳句 返り花
34号 俳句 蝉の声 35号 俳句 巣立ち鳥

高　橋　節　子 18号 随筆 猫と西瓜
高　谷　紀久子 35号 随筆 猫と私
瀧　坪　　　閑 27号 随筆 楽しい中標津町での生活 28号 随筆 楽しい中標津町での生活パートⅡ
滝　本　キリ子 35号 短歌 令和となる 36号 短歌 日々の歌

37号 短歌 秋の雨 38号 短歌 野付崎
39号 短歌 青空に魅せられて 40号 短歌 月日の流れに

拓　　　秀　山 11号 創作 白樺の風にゆれるを里に 13号 創作 白樺のゆれるを里に
14号 創作 白樺の揺れるを里に

竹　内　ヒナ子 20号 俳句 海霧 20号 短歌 夢
20号 川柳 幸　不幸

竹　内　日　奈 19号 川柳 かくれんぼ 19号 短歌 老い仕度
19号 俳句 いわし雲 21号 短歌 伊豆の旅
21号 川柳 戦中歌 21号 俳句 夏祭り
22号 俳句 秋気 22号 短歌 紫陽花
22号 川柳 平和 24号 俳句 秋深む
24号 短歌 夜桜 25号 短歌 祖母
25号 俳句 良夜 26号 俳句 野分
26号 短歌 猛暑 27号 俳句 秋の浜
27号 詩 友情 29号 短歌 豊漁の海
31号 短歌 晩夏の海 31号 俳句 遠花火
31号 川柳 遺影の夫 32号 短歌 大雨
32号 俳句 霧の海

武　田　文　子 39号 俳句 蕎麦の花 40号 俳句 ピカソ
立　野　登　志 16号 創作 ベンチ
田　中　吉　子 1号 俳句 百合 2号 俳句 前栽

3号 俳句 凍返る 13号 俳句 華道吟
14号 俳句 敬老日 16号 俳句 夕霧
18号 俳句 若葉寺 20号 俳句 胡蝶蘭
21号 俳句 露草 23号 俳句 美しき国
24号 俳句 団扇 26号 俳句 夏蕨
27号 俳句 灯籠 28号 俳句 小豆粥
30号 俳句 小豆の粥

田　中　𠮷　子 15号 俳句 雪舞い
田　中　尚　枝 27号 短歌 コスモスの花 28号 短歌 書く

29号 短歌 生きる 30号 短歌 日常の歌
31号 短歌 心は丸く

田　原　佳　子 14号 随筆 夏の阿寒をゆく 15号 随筆 蘇った春採湖
16号 随筆 母の旅立ち

玉　井　裕　志 2号 随想 中標津と私―文化を培う人々― 4号 随筆 めざめへの誘い
5号 創作 梵鐘 7号 創作 ある冬の旅
13号 随想 「鞍馬天狗」から「天皇の世紀」まで 14号 随筆 ピアノ演奏の少女たち
20号 随筆 更科源蔵先生作詞の校歌 23号 随筆 与謝野晶子の「反戦詩」に思う
25号 自分史 「原野の誘惑」について 30号 創作 覚えているかい
32号 随筆 母に買ってもらった〝百円〟の本

珠　　　　　子 40号 短歌 ひだまり
玉　沢　正　春 4号 随筆 あだ名のくま 5号 随筆 列車の音が聞こえる

6号 随筆 杉の匂い 7号 随筆 左足だけのゴム沓
8号 随筆 古里の息吹 9号 随筆 ど忘れ
18号 随筆 野辺送りに立って 19号 随筆 古里はいずこへ
20号 随筆 コルネットを吹いて 21号 随筆 あれから六〇年
26号 自分史 あのころ 27号 随筆 思い出の釧路駅　市立釧路病院の火事
28号 随筆 さとを尋ねて 29号 自分史 不思議な出会いから
30号 自分史 いずれはいく宇宙で妻との連弾を夢みて 31号 随筆 日誌拾い読み　そして想うこと
32号 随筆 不思議な出会いから 33号 随筆 「白い花の咲く頃」のうた
34号 随筆 わが未完人生を語る・理想へ恋焦がれる日日 35号 随筆 夢を追いつつ　出発駅は軌道駅
36号 随筆 戦後七十五年に思う 37号 随筆 90歳でもいろいろある
38号 随筆 自身を信じて生きる

田　村　君　江 14号 川柳 花の意地 15号 川柳 蝶結び
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田　村　哲　三 3号 随想 〔特別寄稿〕中標津・人・短歌 4号 随筆 新しい風土への視点
7号 評論 歌集「冬の楽章」によせて

田　森　弘　子 14号 自分史 娘の就職―子育て完了宣言―
【 つ 】【 つ 】
塚　原　礼　子 7号 詩 未明
月　夜　ぎんが 15号 詩 虚脱
土　田　舞　山 27号 短歌 思い出
土　田　良　吉 23号 随筆 一番暑い日の日記から 24号 短歌 六月の雨

26号 随筆 伝成館・語り部談義より 27号 ドキュメント 実録・武佐岳に旧陸軍の「山砲陣地」があった
28号 ドキュメント 武佐地区開基百年・武佐小学校開校百年記念式典に参加して 30号 短歌 老いておられず
30号 随筆 武佐中学校閉校の式典に参加して 31号 随筆 北海道護国神社慰霊大祭に参拝して
31号 短歌 空気のような 35号 短歌 めざす一○○歳
35号 追悼 故神代愛彦先生を偲んで 36号 短歌 大坂なおみ待望のＶ
36号 随筆 75年前にタイムスリップ　―太平洋戦争終結の詔書・玉音放送

筒　井　ハ　マ 4号 俳句 晦日そば 5号 俳句 一人占め
6号 俳句 細雪 9号 俳句 露天風呂
10号 俳句 牡丹雪 12号 俳句 虹二重
13号 俳句 去りし人 14号 俳句 冬木立
15号 俳句 虫しぐれ 16号 俳句 タンポポ街道

筒　井　は　ま 7号 俳句 冬日落つ 8号 俳句 春氷雨
17号 俳句 夕茜 18号 俳句 秋桜

堤　　　徳　夫 11号 俳句 花粉症 12号 川柳 思慕
13号 川柳 生きる人生 14号 川柳 彼岸花
15号 川柳 彼岸花 16号 川柳 北の春
17号 川柳 雨ひと夜 18号 川柳 水の詩
19号 川柳 老後に生きる 21号 川柳 立春
22号 川柳 老いに生きる 23号 川柳 秋雨の夜
24号 川柳 孫の声 26号 川柳 白い風
27号 川柳 人生苦 28号 川柳 人生あれこれ
29号 俳句 夏帽子 29号 川柳 春の鳥

坪　谷　捷　介 31号 短歌 収容所 32号 短歌 北のうた
33号 短歌 回帰 34号 短歌 有為の奥山
35号 短歌 トドワラを背に 36号 短歌 欠けた月
37号 短歌 かくれんぼ 38号 短歌 雪はなぜ白いの
39号 短歌 描きかけの裸婦 40号 短歌 最後のこだま

【 て 】【 て 】
手　塚　すすむ 16号 俳句 夜霧 17号 俳句 鶴
手　塚　澄　子 7号 随筆 こけのはえた牛舎の中で
寺　崎　恵　子 14号 随筆 手―ジュエリーコレクション―
寺　島　俊　子 15号 随筆 ベニスの旅
寺　村　礼　子 6号 随想 道東と私 7号 創作 もしかして夢かな

7号 俳句 雪の朝 8号 創作 竹篭
8号 俳句 父へ

寺　村　禮　子 5号 随筆 カラス
【 と 】【 と 】
ど　い　よしこ 12号 詩 薄いブランディー 13号 詩 男の背筋

13号 詩 暮れゆく落葉松林 14号 詩 霧港
14号 詩 旅立ち 15号 詩 嘘つきの青い空
15号 詩 空けてある席 16号 詩 港のチャペル
16号 詩 みどり一葉 17号 詩 風の狩人
17号 詩 青い鳥 18号 詩 壜の夜
18号 詩 赤ちょうちん 19号 詩 昼下がり
20号 詩 恋人よ 22号 詩 花ハンカチ
23号 詩 不死鳥の女 24号 詩 十七歳に
29号 詩 野生の糸車 32号 詩 奪われた春
34号 詩 星時計 36号 詩 大きなおせわ
37号 短歌 花に托して 38号 短歌 紙縒り花火
39号 短歌 母への手紙 40号 詩 秋を歩く
40号 短歌 夏の日に

土　肥　よしこ 21号 詩 午後のうたげ
土　肥　よし子 1号 詩 しずり雪　ひらめく朝に 2号 詩 篠笛の音に

3号 詩 心の小宇宙 4号 詩 湖上
5号 詩 少年へ 6号 詩 幼き日の想いに
7号 詩 冬物語 8号 詩 草原の夜風に
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土　肥　よし子 9号 随筆 養老牛の夕べ 10号 詩 はたちの娘に
11号 詩 男たちの夢に 39号 随筆 ドジョウ豆腐

土　井　　　透 9号 詩 夜空
土　井　透　江 12号 詩 河川 12号 詩 武佐山に想いを馳せて　一九九六年初冬

12号 詩 手の中の雨 13号 詩 侵略者
徳　地　　　明 36号 随筆 ウイルスと社会経済 37号 随筆 やっぱり北海道には羆？
富　山　ツ　ギ 7号 俳句 雪柳

【 な 】【 な 】
中　居　美沙夫 9号 俳句 恙がなし
ながい　み　さ 14号 自分史 Ｋさんを偲ぶ
中　上　キ　ヨ 22号 俳句 毛糸編む
長　崎　京　子 29号 短歌 紅ゆり 30号 短歌 コスモス揺るる

31号 短歌 ふるさと
中曽根　位　枝 4号 短歌 旅の間に
中曾根　幸　子 12号 短歌 安芸の宮島 17号 短歌 夫の米寿
中曽根　幸　子 1号 短歌 孫の誕生 2号 短歌 山陰の旅

3号 短歌 伊豆九洲を旅して 5号 短歌 沖縄の旅
6号 短歌 家族 7号 短歌 折々の旅
8号 短歌 波浮の港 9号 短歌 拓けゆく町
10号 短歌 北国の歌 13号 短歌 水引の里
14号 短歌 北斎の絵 15号 短歌 東北の春
16号 短歌 夏の思い出 18号 短歌 札幌の夏
19号 短歌 冷夏なれど 20号 短歌 夏の思ひ出
21号 短歌 羽衣の滝 22号 短歌 地球

中　野　ヒロコ 35号 短歌 盆の集い 36号 短歌 身辺詠
中　野　ヒロ子 37号 短歌 明暮れ 38号 短歌 風吹くに

39号 短歌 標津より 40号 短歌 思うしみじみ
中　畑　　　豊 2号 自分史 愛犬　玉（タマ） 3号 自分史 運命

4号 自分史 不慮の危難 5号 自分史 夏の日―幼年の頃―
6号 俳句 風一陣 6号 自分史 五百瀬尋常小学校―三、四年時代―

中　村　幸　吉 16号 短歌 故郷 17号 俳句 喜寿
17号 短歌 車窓 17号 川柳 似顔絵
18号 俳句 夏祭り 18号 短歌 母の日
18号 川柳 永田町 19号 川柳 留守居番
19号 短歌 打瀬舟 19号 俳句 初暦
20号 俳句 花穂 20号 短歌 アテネ
20号 川柳 葵の紋 21号 短歌 晩学
21号 川柳 紀元節 21号 俳句 鳥の声
22号 俳句 根びらき 22号 短歌 人生
22号 川柳 少子化

中　村　明　水 15号 短歌 自分史
仲　本　三　和 27号 随筆 なければ作ればいい～私と中標津の十年
中　山　周　三 4号 評論 北海道をうたう―高安国世―
成　山　雪　吉 22号 短歌 放牧の牛 23号 短歌 海明けの声

24号 短歌 手掘り漁 25号 短歌 ひとすぢの光
26号 短歌 朝焼けの顔 27号 短歌 磯舟譲る
28号 短歌 停泊灯 29号 短歌 昆布の礁
30号 短歌 昆布の竿 31号 短歌 流氷果てる
32号 短歌 母なる海に 33号 短歌 ふるさとの島
34号 短歌 閉校の庭 35号 短歌 弁天島
36号 短歌 望郷の島 37号 短歌 四季往来
38号 短歌 洋上慰霊

難　波　悌　三 17号 自分史 武佐の追憶 19号 随筆 武佐の追憶（その二）
【 に 】【 に 】
西　出　泥　舟 31号 俳句 秋の声 32号 俳句 蝦夷に恋して

33号 俳句 板歌留多 34号 俳句 ひさご
西　村　サ　ダ 11号 自分史 オーストラリア旅行
西　村　さ　だ 9号 自分史 バス停の壁 10号 自分史 私のコスモスの里『プラス・ワン』

13号 自分史 忘れ得ぬ釧路空襲 15号 俳句 旅情
15号 短歌 新しき芽 17号 随筆 野の花のいとおしみ
20号 随筆 「旅」してみたい 22号 自分史 短い旅
23号 随筆 「バス停」のその後 25号 随筆 心のままに
26号 自分史 老いを感じて 27号 自分史 少なくなるばかりの年賀状
29号 随筆 「無人駅」増毛 31号 随筆 バス停のノート
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二　瓶　照　子 6号 俳句 凍てる星 8号 俳句 初詣
9号 俳句 春を呼ぶ 10号 俳句 花火
11号 俳句 水芭蕉 12号 俳句 敬老会
13号 俳句 ふる里 14号 俳句 緋寒桜
15号 俳句 春暑し 16号 俳句 夏祭り
17号 俳句 春の星 18号 俳句 終戦日
19号 俳句 祝婚 20号 俳句 五輪沸く
21号 俳句 踊る秋 22号 俳句 春暁
23号 俳句 銀木犀 24号 俳句 敬老会
26号 俳句 あやめ原 27号 俳句 夜の秋
28号 俳句 米寿の祝 29号 俳句 万緑
30号 俳句 万緑 32号 俳句 友の訃
34号 俳句 秋彼岸

【 ぬ 】【 ぬ 】
奴　間　　　燦 1号 創作 リバイバル

【 ね 】【 ね 】
根　岸　栄　子 13号 俳句 誘蛾灯 14号 俳句 秋の川

15号 俳句 春の闇 16号 俳句 赤蜻蛉
根　岸　榮　子 17号 俳句 春の星 18号 俳句 春の水

19号 俳句 春の鶴 20号 俳句 露草の花
21号 俳句 草若葉 22号 俳句 夫婦綱
23号 俳句 還暦 24号 俳句 初紅葉
25号 俳句 萩の花 26号 俳句 窓明り
27号 俳句 野分 28号 俳句 霧氷
29号 俳句 尽くす声 30号 俳句 六十路の丘
32号 俳句 人の運 33号 俳句 若葉風
34号 俳句 風の音 35号 俳句 秋深む
36号 俳句 大地 37号 俳句 秋の心
38号 俳句 良夜 39号 俳句 桜紅葉
40号 俳句 秋空

【 の 】【 の 】
記　　　　　央 19号 短歌 此の一年

【 は 】【 は 】
羽　賀　としえ 14号 随筆 釧路湿原にて 15号 随筆 ウォシュレット
芳　賀　　　実 24号 創作 記憶の残片 25号 創作 捨て駒の運命―北辺からの援農兵

26号 創作 知恵のほころび 27号 創作 謎めく峠越え
27号 川柳 追思 28号 創作 「雰囲気」の功罪
28号 川柳 追思 29号 創作 特技が息吹くとき
29号 川柳 学び舎 30号 創作 怪なる男
30号 随筆 汽笛と橇の鈴 31号 創作 思いに生きる夏子
31号 随筆 「部落会館」雑感 33号 創作 小さな馬使い
34号 創作 岐路に立つ一平 35号 創作 原野びと

橋　本　キサ子 15号 随筆 つれづれの一日
長谷川　松　栄 1号 俳句 短夜 1号 短歌 淡き暮色

2号 俳句 季の移ろい 2号 短歌 逝く秋
3号 俳句 終ひの花 3号 短歌 沖縄の旅
4号 短歌 釧路湿原 4号 俳句 秋を煮る
5号 俳句 牡丹雪 5号 短歌 悲しき運命
6号 俳句 群すずめ 6号 短歌 一夜の宴
7号 俳句 甘き香

畠　山　り　ゑ 22号 俳句 雪やなぎ
畠　澤　憲　二 36号 詩 レタス畑 37号 詩 黒いカバーの詩集

38号 詩 今でなくても 39号 詩 潮のページ
八　柳　鐵　郎 5号 講演 百枚のハガキ
花　山　三　郎 1号 随筆 春の散策 7号 随筆 実年の主張―そして六十五才―

9号 随筆 活字離れを考える
波奈山　三風呂 4号 随筆 弘法筆を選ぶの考 5号 随筆 思考中断の効用
羽　生　烱　子 23号 川柳 余生 25号 川柳 悔悛の色
浜　田　羅　牛 29号 ルポ 俳句を訪ねて 30号 俳句 知床に生きる

31号 創作 知床情話 32号 随筆 八十路の俳句
33号 俳句 老いの秋 34号 俳句 羅臼春秋
35号 俳句 令和の春 36号 俳句 流氷海峡
37号 俳句 知床しぐれ 38号 俳句 初湯
38号 随筆 本から学ぶ北方領土　流転の海峡 39号 俳句 祭り笛
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浜　田　羅　牛 40号 詩 25時 40号 俳句 海峡しぐれ
林　　　きんえ 4号 俳句 初鏡
林　　　きんゑ 1号 俳句 日溜 2号 俳句 孫の誕生

3号 俳句 栗飯 5号 俳句 七五三
6号 俳句 麦みのる 7号 俳句 初幟
8号 俳句 鷹の笛 9号 俳句 樹氷
10号 俳句 今朝の雪

林　　　ハ　ナ 15号 短歌 安らぎ
林　　　照　子 1号 川柳 漁師老ゆ
林　　　シ　ン 22号 俳句 寒の月
林　　　伸　子 12号 俳句 初鏡 13号 俳句 吾が道を

14号 俳句 十六夜 15号 俳句 初暦
17号 俳句 新世紀 18号 俳句 初暦
19号 俳句 宵祭り 20号 俳句 鰯雲
21号 俳句 白鳥 23号 俳句 春の風

は　れ　くにお 17号 川柳 爺ちゃんポッポ 18号 川柳 万歩計
半　田　朋　子 24号 随筆 病中春夏秋冬

【 ひ 】【 ひ 】
稗　貫　千代子 5号 詩 お元気ですか 6号 詩 散歩
久　田　瑛　也 1号 創作 いのちの発見 1号 詩 ほしいのです

2号 創作 飛ばない夢 3号 創作 赤い雪
4号 創作 そして、変わらぬ日々 5号 創作 自伝的チビの告白
5号 吉沢さんの訃 8号 創作 冬の風景

陽　田　　　毬 14号 創作 向かい風 30号 創作 頂上まで
40号 創作 家族の時間

比　奈　　　圭 14号 創作 爪痕は消えず
平　松　英　次 20号 回想 二十歳の「中標津文芸」

【 ふ 】【 ふ 】
藤　橋　　　笙 2号 創作 女たちの海
藤　巻　芳　子 21号 短歌 二重の祝い 21号 俳句 雨の兆
船　越　義　男 36号 短歌 晩秋 37号 短歌 秋

39号 短歌 妻米寿
船　越　義　雄 35号 短歌 わが日々の歌 38号 短歌 グミの木

40号 短歌 山の暮し
舟　橋　清　子 1号 俳句 日脚 2号 俳句 菊花展

3号 俳句 下萌
古　山　満　子 23号 川柳 老いて 24号 川柳 生きる

25号 川柳 人生
【 ほ 】【 ほ 】
星　野　真　青 33号 随筆 賀寿 33号 短歌 北の遺産

34号 随筆 ほや
細　川　　　進 40号 随筆 いつまでも悔いの残る対応
堀　毛　陽　子 23号 随筆 大雪高原温泉

【 ま 】【 ま 】
前　田　喜　代 38号 短歌 つがの葉 39号 短歌 旅を思うも
前　田　水　絵 22号 俳句 花便り
麻郷地　一　則 14号 随筆 南の島で―フィジー、トンガ旅行記― 29号 ルポ 樺太の戦争

30号 ルポ 樺太の戦争を語る 31号 ルポ 樺太の戦争七十年　その一
32号 ルポ 樺太の戦後七十年　その二 33号 ルポ 日本の子ども相撲・皇室と相撲
34号 レポート 百五十年記念レポート　―幕末維新と北海道開拓― 35号 レポート 世界遺産リスト　─日本の美の地
36号 随筆 歌人の伯父 38号 短歌 去りし人へ
39号 短歌 夏から秋へ 40号 短歌 夏から秋へ　二

柵　木　正　明 3号 随想 わたしたちは牛である
柵　木　千代美 1号 俳句 小春日 2号 俳句 晩秋の影

3号 俳句 コスモス 4号 俳句 大白鳥
5号 俳句 小さき芽 6号 俳句 雪の朝
7号 俳句 山紅葉 8号 俳句 初紅葉
9号 俳句 始発駅 11号 俳句 星祭
12号 俳句 小春日 13号 俳句 潮干狩り
14号 俳句 秋桜 15号 俳句 熱帯夜
16号 俳句 赤とんぼ 17号 俳句 虫時雨
18号 俳句 千枚漬 19号 俳句 秋桜
20号 俳句 秋の虹 21号 俳句 蝸牛
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柵　木　千代美 22号 俳句 盆踊り 23号 俳句 猛暑
24号 俳句 雪祭り 25号 俳句 朝顔
26号 俳句 新樹光 27号 俳句 鯉幟
28号 俳句 冬桜 29号 俳句 初日の出
30号 俳句 お正月

町　田　明　弘 4号 俳句 国境の町
松　原　紅　美 32号 俳句 雪達磨 34号 俳句 夢一字

35号 俳句 秋澄めり 35号 小作品 俳句を作る
36号 俳句 夏の真夜 37号 俳句 白いちご
38号 俳句 ふらここ 39号 俳句 露の玉
40号 俳句 白芙蓉

松　実　公　子 6号 短歌 花に誘はれ 10号 短歌 枯れし木
12号 短歌 皿の絵 13号 短歌 うさぎの耳
14号 短歌 風のむこふ 15号 短歌 冬の公園

松　実　満須子 5号 川柳 （無題） 11号 俳句 雨の音
12号 川柳 目ざめぐせ 13号 川柳 夏帽子
14号 川柳 ながい冬 16号 川柳 六十路坂
17号 川柳 生きるいろ 18号 川柳 秋の虫と
19号 川柳 予定表 20号 川柳 わたしの掌
21号 川柳 わが加齢 22号 川柳 冬の音
23号 川柳 指の節 24号 川柳 母で居る
25号 川柳 日暮れ坂 26号 川柳 老いという明日
27号 川柳 風 28号 川柳 老い
29号 川柳 春の陽 30号 川柳 冬の音
32号 川柳 さしすせそ 33号 川柳 白い日よ
34号 川柳 老い 35号 川柳 かごめの輪
36号 川柳 風の彩 38号 川柳 赤い靴
39号 川柳 眠くなった指 40号 川柳 シャボン玉

松　本　シ　ゲ 22号 俳句 アカシヤ薫る
松　本　久仁子 14号 俳句 吾子の墓
松　本　宮　子 36号 俳句 秋 37号 短歌 初秋

38号 短歌 夏 39号 短歌 故郷
40号 短歌 暑い夏

丸　山　秀　子 12号 随筆 べーちゃんと旅立つ日まで 15号 随筆 昔むかしの物語
令和３年度　丸山小学校６年生作品 38号 新俳句

【 み 】【 み 】
三　浦　銀　一 15号 随筆 馬産王国秘話
岬　　　千　鶴 21号 随筆 棄てられた・女 22号 創作 ショルダーバック

23号 創作 小春日 25号 創作 仔馬物語
26号 創作 こけし鉛筆 28号 創作 追憶の風
30号 創作 丸木橋 33号 創作 女ともだち
34号 創作 欠けた月 35号 創作 冬薔薇
36号 創作 妻たちの午後 37号 創作 井戸
39号 創作 李（すもも）

三　谷　和　子 33号 短歌 父母を偲ぶ
美　月　雨　音 14号 詩 幻 14号 詩 虹のかけら
南　　　晴　江 25号 短歌 午後の道 26号 短歌 特急オホーツク車中にて

27号 川柳 広がる輪 27号 短歌 幸せな顔
28号 短歌 めぐり来る季節 29号 短歌 願ひごと
30号 短歌 犬の名は「社長」なり 31号 短歌 人の生き様
32号 短歌 悔いなき標

宮　川　宗　規 15号 随筆 闇
宮　川　芒　野 14号 随筆 川柳を拾う
三　宅　敏　子 14号 自分史 習慣 15号 自分史 一九六〇年秋―古い手紙の中から―

16号 随筆 冬の夜の客
宮　腰　　　實 27号 随筆 知床羅臼　クマと共に生きる 28号 自分史 東の果てに生きて

29号 自分史 エゾシカは、招く 30号 自分史 氷海にトドを狩る
宮　腰　鹿　山 31号 紀行文 サハリン夢紀行 34号 随筆 オホーツクの舟唄

34号 俳句 銀河降る 35号 自分史 追憶の記
35号 俳句 丹生の花 36号 随筆 あーしくじりの記
37号 俳句 丹生の花 37号 随筆 東の果てに生きて
38号 随筆 酒縁果て無くして 38号 俳句 北に暮して
39号 俳句 知床賛歌 39号 随筆 英嶺山登山道開削
40号 随筆 サハリン夢紀行　チャガとタイメンを求めて 40号 俳句 晦日酒
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宮　谷　　　巌 32号 自分史 混冥の時を超えて（遺稿）
宮　脇　俊　恵 2号 俳句 朝露 5号 俳句 野良子猫
宮　脇　俊　江 1号 俳句 鉄仙花
宮　脇　敏　恵 4号 随筆 寒さの指標 4号 俳句 秋雲

【 む 】【 む 】
武　藤　芳　巳 22号 短歌 武佐岳 22号 川柳 談合者

23号 短歌 武佐岳 23号 川柳 歳の暮
23号 俳句 玉の露 27号 短歌 刺繍こそ
28号 短歌 小鳥らの 29号 短歌 雑詠
29号 俳句 白い風 30号 俳句 新茶

村　　　ハ　ル 6号 随筆 旅
村　　　清八郎 4号 自分史 私の植林 5号 自分史 分村当時

6号 自分史 若かりし頃の就職難 7号 自分史 ふるさとを思う
8号 自分史 国後島での生活 9号 自分史 不義理を自戒―恩師のご遺族へ―
10号 自分史 死人の番 11号 自分史 私の碁歴
13号 随筆 町の行政に思う 15号 随筆 米寿を迎えて
17号 随筆 寒いときの予防衛生について

村　　　泰　子 27号 随筆 学生時代 28号 随筆 海霧
29号 随筆 道に迷う 30号 随筆 はい、邪魔です
31号 随筆 私の趣味 32号 随筆 魔法の言葉
33号 随筆 花さき山

【 も 】【 も 】
百　崎　重　夫 9号 自分史 開拓史　一ページ 10号 自分史 熊祭り

11号 自分史 俺とチビ 12号 自分史 家畜共済組合の歩み　事務所新築の頃
13号 自分史 渡満 14号 自分史 帰還
15号 随筆 小さな魂が消えた日 16号 自分史 幼少期の追憶
17号 自分史 人生回顧 18号 自分史 満州大陸の四季
19号 自分史 追憶（関東州周水子時代） 20号 自分史 吹雪の恐怖
21号 自分史 戦後六十年　戦争の記憶 22号 自分史 新天地を求めて
23号 自分史 酪農の生い立ち 24号 自分史 思い出―中国の旅（一）―
25号 自分史 思い出―中国の旅（二）― 26号 自分史 吹雪の恐怖
27号 自分史 北千島転戦記 28号 自分史 北千島転戦記
29号 自分史 北千島転戦記　その五～八 30号 随筆 神秘の山峡、摩周湖と噴火口
31号 自分史 馬と生きた思い出 35号 自分史 思い出　入植当時
35号 自分史 開校　―入植初めての入学式―

森　　　宅　代 23号 俳句 人生七十年 24号 俳句 春日和
24号 自分史 樺太の記憶 ―豊原・眞岡そして終戦直後のこと― 25号 随筆 天空の鏡
25号 俳句 日照雨 26号 随筆 幼い頃の想い出・ソーシャルダンス
26号 俳句 仔猫 27号 俳句 夜長
27号 随筆 人間 28号 俳句 秋

森　田　歌　子 14号 随筆 戦火の日を想う 15号 随筆 少年少女オリンピック
【 や 】【 や 】
安　江　朝　子 1号 俳句 春風 1号 短歌 農の日々

2号 俳句 熊笹 2号 短歌 旅の思ひ出
3号 俳句 日だまり 3号 短歌 農の日々
4号 短歌 高野山・伊勢神宮 5号 俳句 シャム猫
5号 短歌 四国への旅 6号 俳句 白鳥
6号 短歌 雑詠 7号 短歌 甥の結婚式
7号 川柳 別れ 8号 短歌 敏郎の合格
9号 短歌 修治の合格 10号 短歌 定男の入学
11号 短歌 中標津町五十年 12号 詩 タヌちゃん
12号 短歌 よさこいソーラン踊り 12号 俳句 夏終わる
13号 随筆 月の輪熊 13号 短歌 夫の喜寿
14号 短歌 若牛 14号 俳句 初入院
15号 俳句 春宵 15号 短歌 熊野那智大社
16号 短歌 新芽吹く 16号 俳句 遠き日
17号 短歌 思ひ出の中に 18号 短歌 今日の幸せ
19号 随筆 甥を偲ぶ 19号 短歌 二〇〇三年の陽は昇る
20号 短歌 思ひ出の歌 20号 詩 孫の結婚
20号 自分史 思ひ出の中に 21号 短歌 孫の誕生
22号 詩 楽しかった川北行き

安　江　八五郎 2号 自分史 入植のころ 3号 自分史 シベリアの思い出
4号 自分史 万竜開拓団―わが友の手紙から終戦時の満州における惨事を偲んで 5号 自分史 村のお正月
6号 自分史 中国の農業を見て 7号 自分史 第二俣落小学校の思い出
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安　江　八五郎 8号 自分史 楊木訓練所の思い出 9号 自分史 萩野惣治先生―義勇隊長三十三回忌に出席して―
10号 自分史 シベリア抑留の思い出（その二） 11号 自分史 ある回想

安　永　芳　高 13号 短歌 開拓と郷土 13号 川柳 夏から秋へ
14号 短歌 故郷 14号 俳句 四季雑感
14号 川柳 北の秋 15号 俳句 稔りの秋
15号 短歌 北の四季 15号 川柳 世相
16号 短歌 郷土の名所

柳　原　ア　キ 4号 俳句 初詣 5号 俳句 もがり笛
8号 俳句 幻のキラク 12号 俳句 初明り

柳　原　あ　き 5号 短歌 幸せの鐘 6号 俳句 菊一輪
6号 短歌 夕桜 8号 短歌 灯を点したり
9号 短歌 風露咲く岬 9号 俳句 さくらんぼ
10号 俳句 星冴ゆる 10号 短歌 百八つの花火
11号 短歌 しばし緑の風に 11号 俳句 緋桜
12号 短歌 大草原響太鼓 13号 短歌 白き景
13号 俳句 親子の団居 14号 短歌 病窓
14号 俳句 地の涯 15号 俳句 母のまなざし
15号 短歌 神の瞳 17号 俳句 月仰ぐ
17号 短歌 如月の夕べまで 18号 俳句 寒の月
18号 短歌 今昔 19号 短歌 知床峠
19号 俳句 武佐岳 20号 俳句 アテネの金メダル
20号 短歌 ある日あるとき 21号 短歌 丸山公園
21号 俳句 銀河線

柳　谷　紀　子 22号 俳句 金魚
簗　田　晩秋水 1号 俳句 甚平 1号 随筆 原野

2号 俳句 鱈汁 2号 随筆 原野（第四編）校長一年生
3号 随想 原野（第五編）志発島のころ 3号 俳句 菊の花
4号 随筆 原野（第六編）―終戦― 4号 俳句 松葉杖
5号 随筆 原野―二度の務め― 5号 俳句 虹の掛橋
6号 随筆 原野（第八編） 6号 俳句 墓参
7号 俳句 点滴

山　内　義　弘 1号 詩 すけえと 1号 詩 若者考
2号 詩 人生ノート 2号 詩 劣等生諸君
2号 随筆 福寿草 3号 随想 冬の時代
3号 詩 若者考 4号 詩 酒の肴
5号 詩 れんあい時代 7号 詩 ざっくばらんな祝婚歌
7号 詩 Ｎ高球児・夢戦士たち 8号 詩 幸い
12号 詩 生命保険 18号 詩 自炊生活
18号 詩 ―で 19号 詩 飼う
20号 詩 十七歳の冬 21号 詩 母の供養
22号 詩 初孫 23号 詩 野球狂の詩
24号 詩 同期会の宴の肴 26号 詩 臍
27号 詩 野球狂の詩 28号 詩 「愛」について
28号 詩 息子の名前 30号 詩 「愛」について（逝ってしまった友へ）
36号 詩 手紙の話し 37号 詩 質問
38号 詩 夏 38号 詩 舟橋文夫に捧げる詩
39号 詩 七十五歳の夏 40号 詩 手紙の話し

山　崎　　　登 3号 自分史 武佐入植 4号 自分史 子供の頃
山　崎　孝　博 14号 随筆 シナリオライター 15号 随筆 炭礦入坑

16号 随筆 ＸＸとＸＹ
山　崎　進　也 28号 自分史 当幌小学校の級友 29号 自分史 ルーツの地を訪ねる

30号 随筆 退職 31号 随筆 〝戦後七十年″に思う
32号 随筆 クナシリ墓参の旅 33号 随筆 準備
34号 随筆 わたしと相撲 35号 紀行文 小さな旅
36号 随筆 コロナ狂死曲〈新世界〉 37号 随筆 クルマを手放す
38号 自分史 祖父の生涯を辿る 39号 随筆 思い出のわが家
40号 随筆 持逃げ

山　﨑　　　衛 37号 俳句 長き夜 38号 俳句 冬ぬくし
39号 俳句 祭提灯 40号 俳句 時明り

山　下　拓　巳 22号 詩 大空
山　田　早紀子 1号 短歌 五月雨 2号 短歌 洞爺湖にて
山　中　利　思 40号 戯曲・シナリオ 悪意
山　西　繁　子 12号 随筆 見た目の評価 15号 創作 一人ぼっちの戸籍

16号 随筆 旅行記 19号 随筆 栃木への旅
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山　西　繁　子 20号 随筆 母さん 31号 自分史 父
35号 追悼 神代先生を偲んで 37号 随筆 彼女と私
39号 随筆 不思議な夢 40号 随筆 八十才のクラス会

山乃手　ざんぎ 35号 創作 中標津フォギーデイ・ドライブ 36号 創作 港町ロマンス　十四歳
37号 創作 忘れられない女　～天使と死神と悪魔～

山　本　英　一 2号 自分史 支庁公宅暮しのころ 3号 自分史 伊勢参宮
4号 自分史 霊場摩尼寺参り 5号 自分史 地鎮さんの椋の木
6号 自分史 山陰地方のお盆 7号 自分史 鳥取市吉方町での水害
8号 自分史 松たけとり 9号 自分史 ネコヤナギの咲くころ
10号 自分史 柿の木の家

【 ゆ 】【 ゆ 】
遊　　　　　汽 36号 随筆 イジメについて 37号 随筆 顔出ししない歌手の狙いとは何か

38号 随筆 なぜ、選挙に行かない人が多くなっているのか 39号 随筆 もう、「ギャンブル」とは言わせない
40号 随筆 クレーマーはこの世から消えてほしい

湯　山　幸　男 21号 川柳 老いの楽しみ
【 よ 】【 よ 】
吉　岡　則　子 14号 自分史 よろこびのとき 15号 随筆 仲良く生きる
吉　沢　　　紘 17号 随筆 放送つれづれの記―あの夏の日・中標津高校が甲子園へ―
吉　沢　シ　マ 6号 自分史 わたしの生いたち 7号 自分史 七十代でもこんな喜びが

8号 自分史 二本のドロの木 9号 自分史 紅葉の季節を旅して
10号 自分史 常夏の島を旅して 11号 自分史 東方沖地震の恐怖から

吉　澤　　　紘 19号 自分史 レインボー・フィッシュ（祖父幸一郎のこと） 20号 創作 知床国立公園　誕生物語
21号 ドキュメント 一五〇年の歴史・六〇年の想い　北方領土二〇〇五年　夏 22号 ドキュメント 公社のポーが鳴った～雪印乳業と根室原野の酪農～
23号 ルポ 母の成年後見人になるまで 25号 ドキュメント チナナへ行ってくる～平成二十年はアイヌ民族にとって画期的な年だった
26号 自分史 五十年前 28号 ドキュメント テレビの時代～中標津テレビ事始め～
29号 ドキュメント 物語「シワンプトの人々」を本にする 30号 ドキュメント 山田洋次監督の映画「遥かなる山の呼び声」
31号 ドキュメント 七十年目の夏 32号 自分史 放送思い出ばなし　わたしのＮＨＫ紅白歌合戦
33号 自分史 モダンジャズに　はまった　青春

吉　原　え　み 27号 短歌 日常から
依　田　綾　子 5号 俳句 旅の地図 6号 俳句 散りゆく花
米　澤　幸　子 12号 随筆 本についての雑感

【 ら 】【 ら 】
羅臼いさり火吟社 20号 俳句 一人一句集 21号 俳句 一人一句集

【 わ 】【 わ 】
和　田　好　清 15号 創作 鮭のムサ
和　田　洋　治 26号 随筆 息子への手紙
渡　辺　正　樹 32号 随筆 雨の中のＮ高クラス会　西別、中標津への旅 33号 紀行文 二十四年ぶりの椎葉村へ『後狩詞記』への旅

34号 評論 幻のサハリン紀行 35号 紀行文 壱岐・対馬幻想行
36号 随筆 「神代愛彦の短歌」ノート 37号 随筆 堺萬市郎作「はらから」について
38号 随筆 河﨑秋子「東陬遺事」を読む 39号 随筆 一軒家での奇妙な生活とアルバイト
40号 随筆 河﨑秋子『颶風の王』を読む

渡　辺　百合子 5号 俳句 紫の畑 6号 俳句 野いちご
7号 俳句 古の刻 12号 俳句 神の意
13号 俳句 夜の精 14号 俳句 秋灯下
15号 俳句 秋日和 17号 俳句 海霧
18号 俳句 鰯雲 19号 俳句 豊かな影
20号 俳句 闇の澱み 21号 俳句 波荒き
22号 俳句 白の闇 23号 俳句 青山河

渡　辺　民　江 1号 短歌 冬近き日々 2号 短歌 雪の日々
3号 短歌 時雨るるころ 4号 短歌 風の日
5号 短歌 雨の音 6号 短歌 野付半島
7号 短歌 オーチャードの中 8号 短歌 屈斜路湖にて
8号 追悼文 先生への手紙 9号 短歌 生まれくるもの
10号 短歌 東方沖地震 11号 短歌 受精卵移植
13号 短歌 ある日の空港 14号 短歌 汗
17号 短歌 陽の残像 18号 短歌 夏のトドワラ
19号 短歌 台風の雨 20号 回想 中標津文芸創刊のころ
20号 短歌 ふぶく夜 20号 詩 ショートメール
20号 詩 ある決別 21号 短歌 岩谷清治を悼む
21号 詩 たましい 22号 短歌 札幌にて
23号 短歌 北見行 24号 短歌 岬に遊ぶ
25号 短歌 晩秋 25号 詩 傘
26号 短歌 寒き日々 26号 詩 仔馬の一太
27号 短歌 オタモイ岬 27号 詩 暑い日に
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渡　辺　民　江 28号 短歌 日食 29号 短歌 日・日のうた
29号 詩 再会 30号 短歌 雲のかたまり
31号 短歌 溜息 32号 短歌 訣れ
33号 短歌 台風・他 34号 短歌 二日停電
35号 追悼 追悼　神代先生 36号 随筆 雑記帳の中から
36号 短歌 日々 37号 短歌 直線路
37号 随筆 土屋文明の道東の歌 38号 随筆 釧根万葉集からの作品
38号 短歌 雪煙 39号 随筆 雑記帳の中から『老いるとは』
39号 詩 別離 39号 短歌 日々
39号 随筆 洗濯機の新珠さん 40号 短歌 生きる

渡　辺　ユキ子 38号 短歌 日常 39号 短歌 園庭
40号 短歌 ヨーヨー持つ子
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　本索引は当時発行した文芸誌を基に作成していますが、表記の誤りや
掲載順が前後している場合があります。その他、編集の都合上、一部表
記が異なる場合があります。あらかじめご了承ください。




